
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（１）学校の概要(沿革、環境、施設等) 

昭和２１年に開校、平成１１年度入学生よ

り「普通科」「産業技術科」「家政科」の３学

科から、「総合学科」に一本化しました。 

広いグランド、大きな体育館、テニスコー

トなどのスポーツ設備と、情報処理技術など

の先端技術を学ぶ総合実習棟などの学習設備

が完備されています。 

さらに環境教育の場として、農場附属の野

菜畑や学校田、学校のシンボルでもある桜が

丘などの活用をはじめ、約９０ｈａもある

広々とした学校林など、学校周辺には多くの

素晴らしい自然環境が用意されています。 

新たな響高校の創造を目指して、平成２７

年度入学生より制服が一新されました。また、

平成２８年度入学生より、新たに「福祉」の

科目選択ができるようになり、平成２９年度

から授業が開講されました。 

 

（２）教育方針 

(1) 社会性を身に付け、社会の一員としての

自覚を持って地域に積極的に貢献しようと

する態度を養う 

(2) 基礎的・基本的な学力の定着を図り、わ

かる授業を展開して自ら学ぶ姿勢を育成す

る 

(3) 基本的生活習慣を確立し、コミュニケー

ション能力を育成して円滑な人間関係の構

築を支援する 

(4) 学校情報の積極的な公開・広報に努め、

地域に信頼される「開かれた学校」づくり

に努める 

(5) 部活動や教科外活動を活性化し、資格取

得を積極的に推進するなどして進路実現を

支援する 

 

（３）教育課程の特色 

総合学科 ３学級（男女） 

総合学科の原則履修科目として、１年次の

「産業社会と人間」では、地域の会社訪問や

社会人講話などを通して職業観を養います。

また、本校での学習活動に加え、専門学校と

の単位互換も行うことで、より専門的な知

識・技術を修得できます。 

２年次からは、共通科目に加え、自分が選

択した「系列」で授業を受けます。「系列」と

は、「この系列の科目を選択すると、このよう

な分野について学べます」という道しるべの

ようなものです。２・３年次の選択の授業は、

系列内で選択する授業と、自由選択の授業に

大別されます。 

４種の系列から自分に合った分野の科目を

深く学ぶことで、関連する分野の大学・短大・

専門学校等への進学のみならず、公務員や民

間企業への就職など幅広い進路に対応します。 

◆「進学教養」系列 

一般的な普通科目を重点的に学習し、基本

的な知識を身に付けます。 

◆「産業情報」系列 

商業・工業の科目を中心に学習し、専門知

識・技術を身に付けます。 それぞれの分野で

の資格取得にも力を入れています。 

◆「人間環境」系列 

福祉・農業・理科・家庭科の科目を中心に

学習し、自然環境と人間活動との関わりを学

びます。実際のモノに触れながら学ぶことで

しか得られない体験をすることができます。

また、福祉の科目では社会福祉に関する知識

や技術を体験的に身に付けます。 

◆「生活表現」系列 

芸術科目を中心に学習し、専門知識や技能

を身に付けるだけでなく幅広い表現力を磨き、

人間性を養います。 

 

（４）行事・生徒会活動・部活動 

生徒会活動は生徒会執行部を中心に展開さ

れています。あいさつ運動や校内巡回などの

日常的な活動に加え、秋に行われる桜が丘祭

には部活動・クラス・有志団体が全力をあげ

て取り組んでおり、生徒会活動の華となって

います。部活動は９種の運動部と１０種の文

化部があり、それぞれ積極的に活動し、実績

をあげています。昨年度は、美術部が第４６

回全国高等学校総合文化祭美術・工芸部門に

出品、科学部が第７５回宮城県高等学校生徒

理科研究発表会で最優秀賞を受賞しました。 

（５）卒業生の進路状況 

進路一覧(過去３年間、進学者・就職者数) 

 

進  路 R4 R3 R2 

大 学 1 3 2 

短期大学 2 4 7 

専各学校 26 30 50 

就職（県内） 40 30 33 

就職（県外） 3 10 9 

その他 7 2 5 

卒業生計 79 79 106 

 

主な進路先（令和５年３月卒業生） 

( )内は人数  (1)は省略。 

 

＜私立大学＞ 

東北学院大学 

 

＜短期大学＞ 

聖和学園短大(2) 

 

＜専修各種学校＞ 

気仙沼市立病院附属看護専門学校、大崎市医

師会附属准看護学校、盛岡看護医療大学校、

気仙沼高等技術専門校、宮城県農業大学校、

気仙沼リアス調理専門学校、仙台こども専門

学校(2)、日本デザイナー芸術学院(2)、仙台

総合ペット専門学校(3)、仙台スイーツ＆カフ

ェ専門学校、花壇自動車専門学校、東北医療

福祉専門学校、仙台リハビリテーション専門

学校、SENDAI中央理容美容専門学校 他 

 

＜就職＞ 

自衛隊(3)、気仙沼信用金庫、医療法人社団 

湖聖会(2)、東京理化器械（株）宮城工場、（株）

シー・テック、（株）阿部長商店 サンマリン

気仙沼ホテル観洋(2)、小宮山印刷工業（株）

宮城工場、（株）小野万(2)、トヨタカローラ

宮城（株）、（株）登米村田製作所、（株）東北

フジパン仙台工場、（株）井上 Curves、（株）

ホテル佐勘、松島国際観光（株）ホテル松島

大観荘、山崎製パン（株）、アサヒサンクリー

ン（株）、阿武隈急行（株） 他 

 

 

 

本吉響高等学校 

校訓 響生 知性 至誠 

 
 
 

Make Harmony 

このキャッチフレーズには、人や自然と

響き合う心や調和の心、豊かな感性等を身

に付けた人間になってほしいという願い

を込めています。 

キャッチフレーズ 

２ 学校の特色 

 創立：昭和21年 

課程・学科：全日制課程・総合学科 

生徒数：137名 

所在地：〒988-0341 

気仙沼市本吉町津谷桜子２番地24 

ＴＥＬ：0226-42-2627 

ＦＡＸ：0226-42-2628 

ホームページアドレス： 

https://hibiki-h.myswan.ed.jp 

電子メールアドレス： 

hibiki-h@od.myswan.ed.jp 

主な交通機関： 

バス（ＢＲＴバス〔気仙沼行き・志津川行き〕本吉駅下車徒歩約

15分）、 

バイク、自転車 

 

 

 

 
１ 基本データ 



 

１ 本校生徒の活躍 

 
昨年度、当時３年次生徒の作品が２０２２とうきょう全国総合文化祭

（美術・工芸部門）に出品されました。全国総文祭の生徒交流会では、

各地から集まった高校生と共に作品鑑賞や作品制作をとおして交流し、

作品の見方や表現の多様性について学びを深めることができたようです。 

本校の美術部は、昨年度までの１

０年間で７回全国総合文化祭に出

場しており、毎年のように各種展覧

会で入賞しています。美術部は、展

覧会に向けた作品制作だけでなく、

桜が丘祭のステージ装飾や本吉総合

支所前の花壇の看板制作など、多方

面で活躍しています！ 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度、第１９回 宮城県高等学校対抗バンド合戦（１年生大会）に

当時１年次の５人が出場し、見事３位に入賞しました。また、広島県で

開催された第１回全国高等学校軽音楽発表会に出場し、会場を盛り上げ

ました。 

今年度は軽音楽愛好会から軽音楽部に昇格し、さらに活動を活発化さ

せていきます。「心に響く音楽を」をモットーに、支部総合文化祭や桜が

丘祭だけでなく、各種イベントに参加していきますので、応援よろしく

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

令和４年１１月、宮城県高等学校生徒理科研究発表会に本校の科学部

２チームが生物部門で出場し、両チームが最優秀賞を受賞しました。全

国総文最終選考会では、当時１・３年次チームの研究が１位通過し、ポ

スター発表部門で全国出場が確定、２年次チームの研究が生物部門の代

表として全国出場を確定させました。ポスター部門は３年次１名と２年

次１名が出場し、研究発表部門は３年次の３名がメンバーとして７月２

９日から３１日に開催される２０２３かごしま総文「自然科学部門」に

出場します。現在、全国入賞を目指して研究に取り組んでいます。 

 

 

 

２ 主な学校行事 

体育祭 

 各クラスでオリジナル Tシャツを着用し、「応援うちわ」や「横断幕」 

など工夫を凝らした応援グッズ使いながらクラス対抗で競い合います。 

令和４年度からは、熱中症対策として K-WAVEを会場に実施しています。 

  

桜が丘祭 

例年、１日目はクラスごとに劇やダンスを披露し、午後からは仮装ス 

テージ発表や吹奏楽部・軽音楽部による演奏、有志団体の発表がありま

す。２日目は各団体で展示発表や模擬店、農産物の販売が行われます。 

  

他にも、「移動ホームルーム」という行事を４月下旬頃に実施しており、 

レクリエーションやパークゴルフ体験、猊鼻渓での船下り体験、中尊寺 

散策などを各年次で実施します。２年次には修学旅行があり、昨年度は 

３泊４日で関西方面へ行ってきました。 

 

３ 写真で見る学校生活 

   

  福祉 実習     農業 花壇整備    理科 自然観察 

 

   
PTA朝の挨拶運動   生徒会役員選挙   産業社会と人間（講話） 

 

４ 今年度の響高校で力を入れていること 

 

★ＩＣＴを活用した教育 

今年度より、生徒一人ひとりにiPadが配付

されています。様々な授業でＩＣＴ活用の幅

が広がっており、教育の情報化が進んでいま

す。現在、「ロイロノート」という学習系ア

プリを使用し、普段の授業だけでなく生徒総

会などの学校行事でも活用しています。 

 

★個に応じた指導を展開中!! 

 考査前には、各年次主導で学習会を実施し、時にはマンツーマンで丁

寧に教員が指導しています。以前から個別指導には力を入れておりまし

たが、今年度からは、大学受験や公務員、看護関係の進路希望者を対象

とした課外授業を開始しました。 

 

 

本吉響高校では、ホームページを

日々更新しております！生徒の活

躍や学校の取り組みを紹介してい

きますので、ぜひご覧ください！ 

３ 学校魅力発信 

美術部 
２０２２とうきょう 

全国総合文化祭出場！！ 

軽音楽部 
第１回  全国高等学校 

軽音楽発表会 出場！！ 

２０２３かごしま全国総合

文化祭出場決定！！ 科学部 

作品 本吉総合支所花壇前の看板 


